
 

■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 
後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 MFPR 麹町ビル 2Ｆ 
 

中国における現地法人の不正と商業賄賂 

２０１９年 ９月 ２日（月） １３：００～１７：００ 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

監査部門、法務部門、経理部門、海外事業管理部門など関連部門のご担当者 

※講師とご同業の方のご参加はお断りする場合がございます 

191587-0303 （※） 中国における現地法人の不正と商業賄賂 

キャストコンサルティング（上海）有限公司  

税理士 永野弘子 氏 

鹿児島大学文学部法学科卒業、文部省事務官として
勤務。その後北京留学を経て、2001 年税理士登録。
2005 年キャストコンサルティング（上海）広州分公
司代表を経て 2007 年より上海勤務。（中国業務歴 10
年以上） 

 

上海融孚律師事務所パートナー 

中国律師 顧麗萍 氏 

復旦大学法学部卒業、15 年以上日本企業の中国事
業関連業務を主として取り扱い、コンプライアン
ス、買収案件や、会社の全般業務などさまざまな
案件で豊富な経験を積む。 
 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） ３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

税込・資料代含 

ご参加頂きたい方 

■開催にあたって■ 

中国では取引に伴うリベートのやり取りが横行していますが、リベートにかかる不正と商業賄賂は表裏一体の関係にあ

ります。このセミナーでは、まずは財務的側面から中国における不正の類型を解説したうえで、不正のなかでも最も立

証が難しく、かつ事案数の多いリベート防止対策について、中国事情を十分に熟知している中国企業で先進的な大 

手企業が実施している「商業賄賂防止対策」を紹介しながら日系企業として取り入れるべきポイントを解説します。 

また、中国での管理を現地化することを検討されている企業もあるかと思いますが、現地化をしたとたん管理層が利

益を自分の懐にいれる操作を行ったという事例が相当数発生しています。現地化を行いたいが不正が発生するのを

どのように抑止していくかについても、考えるべきポイントを解説します。 

 

１．不正と商業賄賂の関係 

（１）不正の種類 

（２）不正事例 

（３）不正につながる商業賄賂 

２．商業賄賂の基本的な理解 

（１）何が商業賄賂にあたるのか？ 

（２）事例・判例の紹介 

３．内部監査の必要性と限界 

（１）日本本社による内部監査の必要性 

（２）内部監査で何をチェックするのか？ 

（３）日本本社による内部監査の限界 

４．中国企業の商業賄賂に対する先進的な取り組み 

（１）中国の先進的企業に学ぶ、商業賄賂対策の取り組み事例 

（２）日系企業への導入ポイント 

５．経営の現地化と不正防止対策 

（１）経営現地化のメリットとデメリット 

（２）現地法人経営幹部に対する不正防止対策 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

～ 中国企業の先進的取り組みに学ぶ、商業賄賂/不正対策 ～ 

 


